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鮒
融
紳
避
所
有
者
情
報
を
共
有

市
住
宅
課
に
よ
る
と
、

２
０
■
８
年
３
月
に

「市

空
・家嘉

策
註
国
」
を
策

定
し
、
懇
話
会
と
し
て
同

協
議
会
（２０
団
体

・
個
人
）

を
設
置
し
た
。
協
定
を
締

結
し
た
の
は
、
そ
の
う
ち

の
県
行
政
書
士
会
、
県
建

築
士
会
、
県
司
法
書
士
会
（

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
、

県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
、

県
不
動
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
協
会
、
全
日
本
不
動

産
協
会
県
本
部
、
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
松

山
宅
建
協
会
。

協
定
書
で
は
、
連
携

。

協
働
す
る
事
項
と
し
て
、

空
き
家
の
発
生
を
抑
制
す

る
た
め
の
啓
発
、
相
談
▽

適
切
な
管
理
に
向
け
た
啓

発
、
見
守
り
体
制
▽
利
活

用

の
促
進
―
な
ど
を
明

記
。
知
り
得
た
個
人
情
報

に
つ
い
て
は
、
漏
え
い
や

許
可
な
く
第
二
者
に
開
示

し
′、
不
当
に
使
用
す
る
こ

と
を
禁
上
し
て
い
る
。

市
役
所
で
１０
日
、
締
結

式
が
あ
り
、
各
団
体
の
代

表
ら
が
出
席
し
た
。
野
志

党
仁
市
長
が

「空
き
家
は

個
人
の
財
産
で
、
相
続
や

維
持
管
理
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
る
た
め
、
行

政
の
み
で
は
対
応
で
き
な

い
。
連
携
を
強
化
し
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
松
山
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

星
全
型
屋
コ
ン
サ
を

ア

ィ
ン
グ
協
会
の
竹
内
学
理

事
長
は
空
き
家
問
題
に
つ

い
て

「災
害
時
の
復
旧
の

よ
う
な
緊
急
性
を
迫
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
が
、
じ

わ
じ
わ
と
進
行
す
る
病
気

の
よ
う
」
と
表
現
。

「今

後
、
行
政
と
民
間
が
補
完

し
な
が
ら
、
協
働
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
」

と
期
待
感
を
述
べ
た
。

市
に
よ
る
と
、

１５
年
時

点
で
市
内
に
あ
る
建
物
約

２４
万
棟
の
う
ち
、
空
き
家

は
約
８
５
０
０
棟
。
そ
の

う
ち
約
２
４
０
０
棟
は
修

繕
に
よ
り
活
用
が
見
込
ま

れ
る
。
　

　

八
和
田
亮
）

適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
に
つ
い
て
官
民
で
対
策
を
推
進
し

よ
う
と
、
松
山
市
と

「市
空
家
等
対
策
協
議
会
」
所
属
の
９
団
体
が
こ
の

ほ
ど
、
連
携
と
協
働
に
関
す
る
協
定
を
結
ん
だ
。
所
有
者
に
関
す
る
情
報

共
有
を
図
り
、
幅
広
い
分
野
の
相
談
に
対
応
す
る
と
し
て
い
る
。

松
山
市
の
空
き
家
に
つ
い
て
対
策
を
推
進
す
る
協

定
を
結
ん
だ
野
志
市
長
（前
列
中
央
）
と
９
団
体
の

ｔ
長
旨
　
　
　
　
　
　
．


